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平成２９年第３回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２９年８月２８日（月曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２９年８月２８日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１７日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告（法第１８０条関係）

・平成２８年度決算における健全化判断比率

・平成２８年度決算における資金不足比率

・株式会社神岡ふるさと振興公社第２１期（平成２８年度）決

算

・株式会社神岡ふるさと振興公社第２２期（平成２９年度）事

業計画

・物産中仙株式会社第２７期（平成２８年度）決算

・物産中仙株式会社第２８期（平成２９年度）事業計画

・株式会社協和振興開発公社第１３期（平成２８年度）決算

・株式会社協和振興開発公社第１４期（平成２９年度）事業計

画

・太田町生活リゾート株式会社第２５期（平成２８年度）決算

・太田町生活リゾート株式会社第２６期（平成２９年度）事業

計画

・株式会社ＴＭＯ大曲第１３期（平成２８年度）決算

・株式会社ＴＭＯ大曲第１４期（平成２９年度）事業計画

・例月現金出納検査結果

・議会動静報告書

第 ４ 市政報告
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第 ５ 議案第１１０号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第１１１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１１２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第１１３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ９ 報告第 ７号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市一般会計補正予

算（第３号）） （説 明）

第１０ 報告第 ８号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市農業集落排水事

業特別会計への繰入額の変更について） （説 明）

第１１ 報告第 ９号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市一般会計補正予

算（第４号）） （説 明）

第１２ 報告第 １０号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市特定環境保全公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）） （説 明）

第１３ 報告第 １１号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）） （説 明）

第１４ 議案第１１４号 大仙市農村地域工業等導入実施計画審議会設置条例等の一部

を改正する条例の制定について （説 明）

第１５ 議案第１１５号 大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第１６ 議案第１１６号 大仙市営住宅条例等の一部を改正する条例の制定について

第１７ 議案第１１７号 字の区域の変更について （説 明）

第１８ 議案第１１８号 平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）（説 明）

第１９ 議案第１１９号 平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第２０ 報告第 １２号 専決処分報告について（平成２９年度大仙市簡易水道事業会

計補正予算（第１号）） （説 明）
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第２１ 議案第１２０号 平成２９年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第２号）

（説 明）

第２２ 議案第１２１号 平成２８年度市立大曲病院事業会計決算の認定について

（説 明）

第２３ 議案第１２２号 平成２８年度大仙市上水道事業会計決算の認定について

（説 明）

出席議員（２７人）

１番 佐 藤 芳 雄 ２番 秩 父 博 樹 ３番 三 浦 常 男

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 後 藤 健 ６番 佐 藤 育 男

７番 藤 田 和 久 ８番 佐 藤 文 子 ９番 小 山 緑 郎

１０番 茂 木 隆 １１番 髙 橋 徳 久 １２番 橋 村 誠

１３番 古 谷 武 美 １４番 石 塚 柏 １５番 高 橋 幸 晴

１７番 大 野 忠 夫 １８番 小 松 栄 治 １９番 渡 邊 秀 俊

２０番 佐 藤 清 吉 ２１番 児 玉 裕 一 ２２番 高 橋 敏 英

２３番 金 谷 道 男 ２４番 大 山 利 吉 ２５番 本 間 輝 男

２６番 鎌 田 正 ２７番 橋 本 五 郎 ２８番 千 葉 健

欠席議員（１人）

１６番 冨 岡 喜 芳

遅刻議員（０人）

早退議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 老 松 博 行 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 佐 藤 芳 彦 教 育 長 吉 川 正 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 今 野 功 成

企 画 部 長 五十嵐 秀 美 市 民 部 長 佐 川 浩 資

健 康 福 祉 部 長 逸 見 博 幸 農 林 部 長 福 田 浩
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経 済 産 業 部 長 小野地 洋 建 設 部 長 古 屋 利 彦

上 下 水 道 部 長 髙 階 仁 病 院 事 務 長 冨 樫 公 誠

教 育 指 導 部 長 伊 藤 雅 己 生 涯 学 習 部 長 安 達 成 年

総 務 課 長 福 原 勝 人

議会事務局職員出席者

局 長 伊 藤 義 之 参 事 堀 江 孝 明

主 幹 齋 藤 孝 文 主 幹 冨 樫 康 隆

主 席 主 査 佐 藤 和 人

午前１０時００分 開 会

○議長（千葉 健） おはようございます。これより平成２９年第３回大仙市議会定例会

を開会いたします。

市長から招集の挨拶があります。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） おはようございます。

本日、平成２９年第３回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましてはご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

既にご承知のとおり、７月２２日からの大雨により、市内各地において甚大な被害が

発生いたしました。

幸いにも人的被害は発生しておりませんが、被害に遭われた皆様に心よりお見舞いを

申し上げます。

また、今回の災害発生を受けて、全国各地から多くのボランティアの方々が大仙市に

駆けつけてくださったほか、活動資材の提供や義援金をお寄せくださるなど、たくさん

のご支援をいただいております。

心温かい多くのご支援に対しまして、この場をお借りし、心より感謝申し上げます。

ありがとうございます。

市では、被災された市民の皆様の日常生活を、いち早く取り戻すため、復旧に向けて

全力で取り組んでおりましたが、先週の２４日から２５日にかけての大雨により、再び

河川の氾濫による冠水などの被害が発生いたしました。
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この大雨により、雄物川河川敷などが冠水し、全国花火競技大会の開催も危ぶまれま

したが、夜を徹した復旧作業により、一部駐車場の閉鎖などによるご不便をおかけした

ものの、多くのお客様にお越しいただき、大曲の花火を堪能していただいたところであ

ります。

なお、この大雨による詳細な被害状況につきましては、現在調査中でありますが、引

き続き被害の迅速な復旧に向けて全力で取り組んでまいりますので、議員各位のご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

さて、今次定例会においてご審議をお願いいたします案件は、専決処分報告６件、人

事案４件、条例案３件、単行案１件、補正予算案３件、決算認定２件の合計１９件であ

ります。

また、準備が整い次第、国庫補助対象事業に係る災害復旧工事費、農業経営等の復旧

支援及び再開支援経費、排水対策経費などの補正予算案のほか、議会からの要請に基づ

く大仙市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正案を追加提案させていただきた

いと存じます。

各案件につきまして、よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げまして、招集

の挨拶とさせていただきます。

【老松市長 降壇】

午前１０時０３分 開 議

○議長（千葉 健） これより本日の会議を開きます。

欠席の届出は、１６番冨岡喜芳君であります。

○議長（千葉 健） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（千葉 健） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において１７番大野忠夫君、

１８番小松栄治君、１９番渡邊秀俊君を指名いたします。

○議長（千葉 健） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月１３日までの１７日間といた
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したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、会期は１７日間と決定いたしまし

た。

○議長（千葉 健） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

議会の委任による専決処分報告４件と平成２８年度決算における健全化判断比率及び

資金不足比率並びに株式会社神岡ふるさと振興公社、物産中仙株式会社、株式会社協和

振興開発公社、太田町生活リゾート株式会社及び株式会社ＴＭＯ大曲の平成２８年度決

算並びに平成２９年度事業計画が市長から、例月現金出納検査結果が市監査委員から提

出されております。

また、６月定例会初日から昨日までの議会動静報告書を、あわせて別添お手元に配付

のとおり報告いたします。

○議長（千葉 健） 次に、日程第４、市長から市政報告の申し出がありますので、これ

を許可します。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 平成２９年第３回大仙市議会定例会にあたり、諸般の状況について

申し上げます。

はじめに、７月２２日から２３日にかけて本県を襲った大雨による災害についてであ

ります。

この度の豪雨により被災されました皆様に対し、心からお見舞いを申し上げます。

活発な前線の影響により、本市では、７月２２日正午からの２４時間雨量が協和峰吉

川地区において観測史上最多の３６４ｍｍになるなど、これまで経験したことのない記

録的な大雨でありました。

市では、災害対策本部を早期に立ち上げ、市民の皆様の命を守ることを最優先に、避

難指示及び避難勧告の発令、避難所の開設、内水対策、交通規制など、早め早めの対応

に努めたところであります。

避難指示については、最大時８，２１７世帯２万１，６６１人に、避難勧告について

は、最大時７，１１８世帯１万９，４２９人に発令しており、避難所については、市内
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５４カ所に設置し、最大時１，９２６人が避難されております。

なお、一時最大で４５７世帯１，３０２人の方々が孤立状態となりましたが、７月

２５日に解消されております。

また、協和、西仙北及び南外地域では、最大時８１７戸が断水しましたが、給水車に

よる給水活動や災害備蓄品の飲料水給水バッグの配布など、可能な限り水を提供してお

ります。

この豪雨では、幸いにも尊い人命を失うことなく乗り切ることができました。このこ

とは、市民の皆様が常日頃から高い防災意識を持ち、行政情報や過去の災害の教訓を活

かして、自ら行動を起こしていただいたこと、また、消防団や自主防災組織の皆様が地

域を守る活動を展開するとともに、住民の皆様同士が助け合っていただいたからである

と思っております。

一方、市内各地で家屋の浸水や土砂崩れ、道路・橋梁の損壊などが数多く発生し、農

地についても広範な冠水や土砂の流入など甚大な被害が出ております。

雄物川では、神宮寺地区において氾濫危険水位を１．８６ｍ超過する７．５６ｍが観

測され、市内の暫定堤防部や無堤部から溢水したほか、県管理河川等の氾濫により、全

半壊及び床上・床下浸水合わせて１，５２１棟の住宅等の被害が発生しております。

また、道路の決壊及び路肩崩落等が３２２カ所、河川の護岸決壊・損傷等が１４０カ

所に及び、公共土木関係被害総額は１４億７，０００万円に上ったほか、農地の冠水等

面積２，３６６ヘクタール、農地・農業用施設被害１，４７７カ所、林道被害１０５カ

所に及び、農林業関係被害総額は２６億円に上っております。

市では、こうした状況の中、初動対応に続く次の段階として、生活道路などの復旧を

はじめ、災害ごみの収集、し尿等の汲み取り、家屋の消毒など、市民の皆様の生活再建

に向けた取り組みを全力で行ったところであります。このうち災害ごみの処理について

は、７月２５日から収集を開始しており、８月２３日までの処理量は、大仙美郷ク

リーンセンターが１，０２８トン、民間の処理場が９９トン、家電リサイクル対象物が

３００台となっております。

浸水被害住宅等の復旧支援にあたる「大仙市災害ボランティアセンター」については、

岩手県と秋田県の社会福祉協議会や両県内の多くの市町村社会福祉協議会の応援を受け

ながら、７月２５日に市社会福祉協議会に本部を、同協議会西仙北支所にサテライト拠

点を設け、７月２８日から実質的な活動を開始しております。
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センター開設後は、市内をはじめ県内外から１，２００人のボランティア登録があり、

８月１６日の活動終了まで、泥だしや清掃活動等１２２件の作業ニーズに対して３２２

回、延べ１，７９８人のボランティアの皆様に参加いただいております。

今般の豪雨による甚大な被害に鑑み、県では７月２８日、本市に災害救助法の適用と、

本市区域への被災者生活再建支援法の適用を決定しております。また、８月７日には、

県及び本市を含む被災自治体が関係省庁等を訪れ、公共土木災害・農林業災害の復旧支

援、財政支援、雄物川の築堤事業の促進などを要望したところであり、国では翌８日、

農林水産関係の復旧事業について全国を対象として激甚災害の指定を決定しております。

農地及び農林業施設被害については、早期に復旧し、農家の皆様が営農活動に取り組む

ことができるよう、対策を進めてまいります。

市では、応急対策後の災害復旧を加速させ、市民の皆様の日常生活を速やかに取り戻

すため、８月１０日、これまでの災害対策本部を災害復旧本部に切り替えたほか、被害

の大きい協和、南外、西仙北地域に対し、各支所に復旧にあたる職員の増員を行ってお

ります。

８月２４日には、第１回災害復旧本部会議を開催しており、生活再建支援、農地・農

林業施設、道路・橋梁及び公共施設の災害復旧などを強力に進めてまいります。

なお、豪雨災害に関する市の救済制度について、広報８月１６日号に掲載しておりま

すので、ご活用いただきたいと存じます。

また、今般の豪雨災害では、市内・県内外の多くの企業・団体・個人の皆様から義援

金をいただいております。８月２３日現在で９０件、総額１，００１万円となっており、

この善意を有効に活用させていただきたいと存じます。

豪雨災害に係る予算措置については、７月３１日の議員報告会でも説明しましたとお

り、４段階で対応することとしております。まずは、避難所開設や災害ボランティアな

どに関連する経費を予備費で対応しております。

次に、住宅等に被害を受けられた皆様へ早急に災害見舞金をお渡しするため、７月

３１日付けで補正予算を専決処分させていただいております。８月１日から私をはじめ

幹部職員が個別に各家庭を訪問して見舞金を直接お渡ししており、８月５日には配付を

ほぼ終了しております。

次に、災害ごみの処理経費、道路や水路の土砂流木撤去等応急復旧経費、被災農家の

農地等に係る災害復旧経費に対する補助金、事業所等再開支援経費、住宅リフォーム支
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援経費などに係る補正予算を８月１０日付けで専決処分させていただいており、議員各

位にはご理解賜りますようお願い申し上げます。

４段階目は、道路、河川、農地・農業用施設、林道、その他公共施設の補助災害復旧

工事費などに係る補正予算であります。これについては、今次定例会に追加提案を予定

しております。

一日も早い市民生活の安定のため、引き続き国、県、関係機関等のご協力をいただき

ながら、職員一丸となってこの難局に全力で取り組んでまいります。

次に、８月２４日から２５日朝にかけての大雨についてであります。

前線を伴った低気圧の影響により、本市では、太田大台地区において２４日午前１０

時からの２４時間雨量２１１ｍｍが観測されております。

市では、２４日午後１時１７分に災害警戒対策室を設置、午後６時３０分には災害対

策本部に格上げし、河川増水や土砂災害の警戒、内水排水などの対応に努めたところで

あります。この大雨により、避難指示を３６９世帯８３３人に、避難勧告を最大時１万

１４６世帯２万６，６７２人に発令したほか、避難所については、市内１６カ所に最大

時１６２人が避難されております。２５日午後５時現在で把握している被害状況につい

ては、人的被害はないものの、住宅の床下浸水２０棟、農作物の冠水１４６ヘクタール

などとなっております。引き続き詳細な状況を調査中であり、今後まとまり次第、報告

させていただきます。

先月の豪雨災害と併せ、被害の迅速な復旧に向け全力で取り組んでまいります。

次に、８月２６日に開催された第９１回全国花火競技大会「大曲の花火」についてで

あります。

本年は、大会テーマを「行 雲 流 水 日々新たに、又た日に新たなり」とし、国土交
こううんりゆうすい ひ び あら ま ひ あら

通省をはじめ秋田県警、広域消防、消防団など関係機関のご協力のもと、盛大に開催さ

れました。

今回の大会は、２４日から２５日朝にかけての大雨の影響により、観覧会場、打上場

及びテント設営可能駐車場である雄物川河川敷が冠水したことから、駐車場については、

利用者の安全等を考慮し閉鎖を決定いたしました。観覧会場及び打上場については、そ

の後の天候回復と排水や清掃、消毒など、関係者の夜を徹した懸命な復旧作業により、

無事に開催にこぎつけることができたものであります。

大会では、先月の豪雨により被災された方々の一日も早い生活再建などを願う「激励
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花火」も打ち上げられるなど、７４万人の人出となり、競技においては、最優秀賞であ

る内閣総理大臣賞を、昨年に続き茨城県の野村花火工業株式会社が受賞しております。

今大会で７回目となる「大曲の花火」への東日本大震災の被災者招待事業については、

岩手県宮古市、大槌町、宮城県気仙沼市、南三陸町の被災者と、本市を含む県南地域に

避難されている方々を合わせて１７３人を桟敷席に招待しております。

なお、１０月１４日には「大曲の花火 秋の章」が開催されますが、同日と翌１５日

の２日間、ＪＲ大曲駅前・花火通り商店街周辺及び大曲市民会館を会場に「新・秋田の

行事ｉｎ大仙２０１７」が開催されます。これは、平成２６年に開催された「第２９回

国民文化祭・あきた２０１４」の後継事業として、本市及び県内各地の伝統芸能や祭り

が一堂に会するものであります。

次に、花火産業構想の進捗状況についてであります。

（仮称）花火伝統文化継承資料館等整備事業については、６月３０日に建築工事の安

全祈願祭を行っており、来年５月の完成、８月の施設オープンに向けて順調に工事が

進んでおります。

株式会社花火創造企業については、平成２７年４月の会社設立以降に雇用され花火製

造技術の研鑽を積んだ１３人の花火師が、６月９日に市内の花火業者へ２．５号から４

号までの花火玉２７２発を初出荷しております。７月までの出荷状況は、２号から５号

までの花火玉で計３，３０８発となっており、花火創造企業の製品を打ち上げる市内の

花火業者を通じて、同社が製造した花火玉の品質や安全性を全国の花火業者にＰＲし、

生産と雇用の拡大を図ってまいります。

第１６回国際花火シンポジウム実行委員会については、６月３０日開催の実行委員会

で収支決算等の承認を行い、７月７日をもって解散しております。余剰金５５４万円に

ついては、大曲商工会議所からの負担金４４６万円と合わせた計１，０００万円で「大

曲の花火 春の章基金」を商工会議所に創設し、次年度、この基金を活用した国際色あ

る「大曲の花火 春の章」の開催により、インバウンド観光を推進してまいります。

次に、主な部局ごとに諸般の報告を申し上げます。

はじめに、総務部関係についてであります。

「大学卒業程度」の職員採用試験については、新卒者等を対象とした一般事務職員、

土木技術職員及び社会福祉士、一定の社会経験のある職務等経験者を合わせて２０人程

度の採用予定に対し１０５人の受験申し込みがあり、一次試験を７月２３日に実施した
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ところであります。しかしながら、前日２２日からの豪雨災害により受験することがで

きなかった申込者が３１人と全体の約３割になったことから、この３１人を対象に再試

験を８月２０日に実施しております。このことにより、当初の日程を変更して、二次試

験を９月２０日、１０月９日と１０日の３日間に実施し、１０月２５日正午に合格発表

の予定としております。

なお、新たな採用枠とした「短大・高校卒業程度」の職員採用試験については、当初

の予定どおり９月１７日に一次試験を実施することとしております。

次に、企画部関係についてであります。

ふるさと納税制度については、寄附に対する返礼品を、市をＰＲする一つのツールと

捉え、昨年１０月から返礼品及び寄附方法の拡充を行っております。さらに、本年１０

月からは、これまでの特別栽培米と市内蔵元のお酒のほか、これら以外の特産品を返礼

品に追加してまいります。また、寄附者から要望の多い「大曲の花火」の観覧を軸とし

た「おもてなしツアー」を、返礼品の一つとして来年度から実施することで準備を進め

てまいります。

次に、健康福祉部関係についてであります。

「大仙市戦没者追悼式」については、７月２１日に大曲市民会館において戦没者の遺

族をはじめ２１６人の参列のもと開催しております。終戦から７２年の歳月が過ぎ、悲

惨な戦争の記憶の風化が懸念される状況ではありますが、この追悼式や１０月に予定の

「平和祈念フォーラム」などを通じて、恒久平和の願いが後世に受け継がれるよう様々

な活動を続けてまいりたいと考えております。

「敬老会」については、７６歳以上の１万６，４０２人を対象に、９月１日の太田地

域、神岡地域を皮切りに９月１５日まで市内１５の地域及び地区で開催することとして

おります。

９月９日から１２日までの４日間、県内１７市町村で行われる「ねんりんピック秋田

２０１７」については、本市ではグラウンド・ゴルフと将棋の交流大会が行われ、両大

会で選手約６００人、ボランティアを含め大会運営に延べ約６００人が参加することと

なっております。８月１８日には、本県選手団の結団式が秋田市で行われ、選手と監督

を合わせ４３０人が参加し、このうち本市からは２９人が参加しております。市では、

従事職員説明会の開催やリハーサルを重ねるなど、大会運営に万全を期してまいります。

次に、農林部関係についてであります。
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ＪＡ秋田おばこが事業主体として取り組む「ファーマーズマーケット等複合施設

『しゅしゅえっとまるしぇ』」については、６月２１日にプレオープンセレモニーを開

催し、６月２４日にグランドオープンを迎えております。地元産の農産物や加工品など

を取り揃え、４日間にわたり実施されたオープンセールの来場者数は、約１万２千人と

伺っており、地産地消の推進はもとより、地域のにぎわいの創出につながるものと期待

しております。

本格栽培２年目を迎える園芸メガ団地のトマト栽培については、６月以降の低温の影

響により、初出荷は７月１日と前年より９日の遅れがあり、８月１５日現在の出荷量は

計画高に対し８０％の１１２トンとなっております。現在は概ね順調に生育しており、

収穫作業と併せ、整枝、摘葉、摘果などの管理作業が予定どおり進められております。

合同会社ダイセン創農が道の駅なかせん内に整備する農産物搾汁加工施設については、

７月末に工事が完成し、８月２日から稼働しております。８月１０日には、地元産のト

マトを原料にした無添加のジュースを、ＪＡの「しゅしゅえっとまるしぇ」をはじめ、

県内のスーパーや道の駅に初出荷しております。

畜産振興については、７月２２日に開催された「第９６回秋田県畜産共進会」におい

て、本市から出品された肉用牛５頭、乳用牛２頭が優等賞を受賞しております。また、

５年に一度の大会である「全国和牛能力共進会」が９月７日から１１日までの５日間、

宮城県で開催されますが、秋田県代表として種 牛 の部に中仙地域から１頭、肉牛の部
しゆぎゆう

に神岡地域から１頭の計２頭の出品が決定しており、優良和牛の産地化に向けて上位入

賞を期待しております。

次に、経済産業部関係についてであります。

雇用対策については、７月７日に、来春、就職を希望する高校生を対象にした「仙北

地域企業説明会」を開催し、４６事業所、高校生１７０人が参加しております。また、

大曲仙北、横手、湯沢の雇用開発協会の共催により、７月２２日から８月４日までの

１４日間、「県南地区職場研修事業」が実施され、大曲仙北管内において、市内の６６

事業所にご協力をいただき、高校生延べ２７６人が参加しております。

なお、来年３月の新規高校卒業予定者への７月末日現在の求人状況は、ハローワーク

大曲管内で求人事業所数１５８社、求人数４６５人と、前年度同時期と比べ、事業所数

で１４社の増、求人数で５０人の増となっております。

県内大学生等と市内企業をマッチングすることを目的とした「大仙市企業インターン
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シップ事業」については、昨年度を大きく上回る市内企業２０社から受け入れの申し出

があり、大学生の夏休み期間中にインターンシップを行う予定となっております。大学

生やＡターン登録者の就職活動を支援する「大仙市Ａターン就職活動支援事業」により、

交通費と宿泊費の一部を支援してまいります。企業誘致については、経験と専門的な知

識を有する外部人材を登用し、短期間で成果に結び付ける目的から、企業誘致を専門に

行う首都圏在住の嘱託職員を採用し、より強力に企業誘致を推進したいと考えておりま

す。

主な業務としては、新たな誘致企業の発掘や市のＰＲ活動、優秀な人材の移住促進な

どを考えており、今次定例会に嘱託職員２人の雇用に係る予算の補正をお願いしており

ます。

次に、建設部関係についてであります。道路維持については、住み良さを実感できる

まちづくりを目指し、生活に関わる身近な道路の緊急的な整備を実施しております。ま

た、市道の異常や損傷箇所については、「早期発見・早期対応」が重要と考え、新たな

取り組みとして、６月に市内郵便局と道路損傷等の情報提供を盛り込んだ包括連携協定

を締結したほか、７月から全ての公用車に除雪情報提供システム用スマートフォンを搭

載し、ＧＰＳと写真撮影機能を用いたシステムを活用して道路の異常箇所等の情報収集

を開始しております。

次に、教育委員会関係についてであります。

７月１５日から８月２０日まで大曲交流センターにおいて開催した「第二楽章 男鹿
お が

和雄展」については、３７日間で２，１０３人の入場者数となっております。開催前日
か ず お

の７月１４日には、来賓、関係者及び報道機関の方々７０人に出席いただき、オープ

ニングセレモニーと内覧会を開催したほか、開催初日と最終日には男鹿和雄氏のサイン

会を行っております。また、絵画展との同時開催として「秋田、遊びの風景」展や、８

月５日には、大曲市民会館で男鹿氏に関する映像作品の上映会を行っております。

角間川・川のまち歴史交流の杜整備事業については、国登録有形文化財である本郷家

住宅について６月１日に敷地全体の公有化が完了し、現在、住宅既存部分の修繕を９月

２０日までの工期で進めております。１０月１４日と１５日に本市を会場に開催される

「新・秋田の行事」に併せ、地域団体との協働により本郷家住宅の特別公開を行う予定

であります。

「第１回全国５００歳野球大会」については、７月１５日から１７日までの３日間、
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県外１１都県１８チーム、県内１４チームを迎え開催し、神奈川県の横浜シニアクラブ

チームが優勝しております。本市発祥の５００歳野球ルールであっても、全国的な野球

技術の高さを改めて実感させられる大会となりました。また、今大会では、市内観光

コースの設定、小・中学校の児童生徒によるアトラクション出演や参加チームへのプレ

ゼント作成のほか、地元食材を盛り込んだオリジナル特産弁当の斡旋、県外チームへの

サポートスタッフの配置などの「おもてなし」で、参加選手から好評をいただいたとこ

ろであります。なお、この大会の取り組みが認められ、本年度のスポーツ振興賞「経済

産業省商務情報政策局長賞」を受賞しております。これを弾みとして、全国４７都道府

県への普及拡大に努めてまいります。

また、本年で第３９回目となる「全県５００歳野球大会」は、昨年より１チーム増え

１８５チームの参加により、９月１６日から５日間の日程で開催の準備を進めておりま

す。

最後に、財政状況について報告申し上げます。

平成２８年度の決算については、実質収支は普通会計ベースで１０億９，２００万円

の黒字でありますが、実質単年度収支では２億１，４００万円の赤字となっております。

国民健康保険事業特別会計をはじめとする特別会計決算については、全てにおいて実質

収支がゼロまたは黒字となっており、企業会計となる市立大曲病院事業会計及び上水道

事業会計の決算については、収益的収支において両会計とも黒字となっております。

実質公債費比率については、過去３カ年の平均値で算出しており、これまでの市債発

行額の抑制による公債費の縮減などから、１４．０％と前年度より１．１ポイント改善

されております。

将来負担比率については、１２８．９％と前年度より８．０ポイント改善されており

ます。これは、市債残高の減少や財政調整基金の増加などによるものでありますが、依

然として高い水準で推移していることから、引き続き職員数の適正管理や市債発行額の

抑制に努めるなど、将来負担の軽減を図るため、一層の改善に取り組んでまいります。

市の財政運営については、今後も普通交付税の減額により、一般財源が不足する状態

が続くものと見込まれることから、事業の取捨選択、事務事業の合理化を図るなど、健

全な財政運営に努めてまいります。

以上、諸般の状況を申し上げましたが、これ以外のものについては、別添のとおり報

告させていただきます。
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今後とも市民の皆様並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ

まして、市政報告とさせていただきます。

【老松市長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第５、議案第１１０号から日程第８、議案第１１３号ま

での４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 議案第１１０号から議案第１１３号までの人権擁護委員の候補者の

推薦につき意見を求めることにつきまして、ご説明申し上げます。

本案は、本市人権擁護委員のうち、大曲地域の高島亮弘氏、神岡地域の佐藤良幸氏並

びに協和地域の進藤重幸氏の任期が来る１２月３１日をもって満了となるほか、南外地

域の佐々木正広氏が去る５月に逝去されたため、後任候補者の推薦について秋田地方法

務局から依頼がありました。

つきましては、佐藤良幸氏並びに進藤重幸氏を再推薦とするほか、高島亮弘氏の後任

候補者として大曲地域の熊谷庄治氏を、故佐々木正広氏の後任候補者として南外地域の

伊藤芳広氏を新たに推薦するため、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の

意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願いを

申し上げます。

○議長（千葉 健） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本４件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会への付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって本４件については、委員会の付託を

省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（千葉 健） 討論なしと認めます。

これより議案第１１０号から議案第１１３号までの４件を採決いたします。本４件は、

同意と決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって本４件は、同意することに決しまし

た。

○議長（千葉 健） 次に、日程第９、報告第７号から日程第１９、議案第１１９号まで

の１１件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。今野総務部長。

【今野総務部長 登壇】

○総務部長（今野功成） 報告第７号、専決第４号の平成２９年度大仙市一般会計補正予

算（第３号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

お手元の資料Ｎｏ．２「大仙市補正予算書〔７月専決〕」をご覧願います。

１ページをお願いします。

今回の補正予算は、７月２２日からの大雨により、浸水等の被害に遭われた方々への

見舞金について補正を行ったものであり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，９４４万

円を追加し、補正後の予算総額を４６４億９，２７１万２千円としたものであります。

それでは補正予算の概要について、事項別明細書により、歳入から順にご説明申し上

げます。

６ページになります。

１０款地方交付税は、特別交付税として２，５９５万２千円の補正であります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として３４８万８千円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

３款民生費は、災害救助扶助費といたしまして、今回の大雨で全壊や半壊、床上浸水

または床下浸水した住家及び浸水の被害に遭われた事業所等に対する災害見舞金として、

２，９４４万円の補正であります。

見舞金額につきましては、浸水による住家の全壊が１世帯当たり１０万円、住家の半

壊及び床上浸水が１世帯当たり５万円、住家の床下浸水が１世帯当たり２万円、事業所

等の浸水が１事業所当たり２万円であります。
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以上、補正予算の専決処分報告についてご説明申し上げましたが、地方自治法第

１７９条第１項の規定に基づき、平成２９年７月３１日付けで専決処分させていただき

ましたので、同条第３項の規定により、議会に報告し、ご承認をお願いするものであり

ます。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．１、議案書をご覧願います。

２ページと３ページになります。

報告第８号、平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入額の変更につき

まして、ご説明申し上げます。

本報告は、平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の専決

処分にあわせ、同会計に繰り入れする事業資金の額の上限額を８億９，３７６万８千円

以内から６０７万２千円増額し、８億９，９８４万円以内に改めることについて、地方

自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成２９年８月１０日付けで専決処分させて

いただきましたので、同条第３項の規定により、議会に報告し、ご承認をお願いするも

のであります。

続きまして、報告第９号から報告第１１号までの補正予算の専決処分報告について、

ご説明申し上げます。

お手元の資料Ｎｏ．３「大仙市補正予算書〔８月専決〕」をご覧願います。

１ページになります。

はじめに、報告第９号、専決第６号の平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第４

号）の専決処分報告につきまして、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、７月２２日からの大雨により発生した災害に係る応急対策費や被

災施設等復旧経費などについて補正を行ったものであり、歳入歳出予算の総額にそれぞ

れ１５億７，０８３万３千円を追加し、補正後の予算総額を４８０億６，３５４万５千

円としたものであります。

それでは補正予算の概要について、事項別明細書により、歳入から順にご説明申し上

げます。

７ページになります。

１２款分担金及び負担金は、農地農業用施設災害復旧事業費分担金として２，９３３

万３千円の補正であります。

１５款県支出金は、県単局所防災事業費補助金として４，１６５万２千円の補正であ
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ります。

１８款繰入金は、財政調整基金繰入金として１１億円の補正であります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として３，４６４万８千円の補正であります。

８ページになります。

２１款市債は、道路橋りょう災害復旧事業債などの災害復旧債として３億６，５２０

万円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は、町内集落会館整備事業費（大雨災害分）といたしまして、今回の大雨

で被災した集落会館の改修及び備品の購入等に対して支援する経費として４２５万円の

補正であります。

１０ページになります。

６款農林水産業費は、７，１０５万７千円の補正であります。

内容といたしまして、農業集落排水事業特別会計繰出金は、今回の大雨により被害を

受けた西仙北及び協和地域の農業集落排水施設復旧経費に係る特別会計への繰出金とし

て６０７万２千円の補正、治山局所防災事業費は、大雨に起因し、林地の崩落による住

家等への被害防止を図る経費として６，４９８万５千円の補正であります。

７款商工費は、事業所等再開支援事業費（大雨災害分）といたしまして、今回の大雨

により被害を受け、事業再開に必要な施設・設備等の整備を行った市内事業者に対する

補助金として３，１２０万円の補正であります。

１２ページになります。

８款土木費は、住宅リフォーム支援事業費（大雨災害分）といたしまして、今回の大

雨により被害を受け、自らが居住する住宅の復旧に係る経費に対する補助金として、１

億１，５５０万円の補正であります。

９款消防費は、災害応急対策費といたしまして、今回の災害発生において、被災した

住家等から排出されたごみ処理運搬経費や消毒作業経費、し尿・浄化槽汚泥の収集運搬

経費、内水の排水作業に係る経費のほか、災害対策に出動した消防団員の費用弁償、職

員の時間外勤務手当などとして１億８，９１７万３千円の補正であります。

１４ページになります。

１１款災害復旧費は、１１億５，９６５万３千円の補正であります。

内容といたしまして、道路橋りょう災害復旧事業費（単独分）は、今回の大雨により



- 19 -

被害を受けた市道４１２カ所の災害復旧に係る経費として２億９，１００万円の補正、

河川災害復旧事業費（単独分）は、大雨により被害を受けた河川１７２カ所の災害復旧

に係る経費として１億２，１６０万円の補正、公園施設災害復旧事業費（単独分）は、

大雨により被害を受けた大曲ほか４地域の公園施設の災害復旧に係る経費として９７９

万３千円の補正、農地農業用施設災害復旧事業費（単独分）は、大雨により被害を受け

た農地・農業用施設４０７カ所の災害復旧に係る経費として２億８，４９１万９千円の

補正であります。

また、農地等災害復旧事業費補助金は、大雨により被害を受けた１，０５５カ所の農

地・農業用施設の災害復旧に係る経費に対し、農家等の負担軽減を図るため、経費の４

分の３を助成する補助金として３億７，７５５万９千円の補正、林業施設災害復旧事業

費（単独分）は、大雨により被害を受けた林道１０４カ所の災害復旧に係る経費として

７，３９５万８千円の補正、保健体育施設災害復旧事業費（単独分）は、大雨により被

害を受けた神岡地域の運動施設の災害復旧に係る経費として８２万４千円の補正であり

ます。

続きまして、特別会計についてご説明申し上げます。

１９ページになります。

報告第１０号、専決第７号の平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）につきましては、今回の大雨により被災した南外地域の落合中継

ポンプの修繕及び国庫補助を受けて復旧工事を実施する協和中央浄化センター修繕工事

の設計委託に係る経費について補正を行うものであり、歳入歳出予算の総額に、それぞ

れ３００万円を追加し、補正後の予算総額を８億２，１７５万８千円としたものであり

ます。

２９ページになります。

報告第１１号、専決第８号の平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）の専決処分報告につきましては、今回の大雨により被害を受けた西仙北地域

川里地区と協和地域峰吉川地区の農業集落排水施設の応急復旧経費及び国との協議を受

け、早期に復旧工事を実施する協和地域峰吉川地区などの処理施設や中継ポンプの設計

委託費、応急本工事に係る経費について補正を行うものであり、歳入歳出予算の総額に、

それぞれ９，５０７万２千円を追加し、補正後の予算総額を１４億２，８７５万５千円

としたものであります。
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以上、報告第９号から報告第１１号までの補正予算の専決処分報告についてご説明申

し上げましたが、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成２９年８月１０日

付けで、それぞれ専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定により、議会

に報告し、ご承認をお願いするものであります。

続きまして、再び、お手元の資料Ｎｏ．１、議案書をご覧願います。

１２ページと１３ページをお願いします。

議案第１１４号、大仙市農村地域工業等導入実施計画審議会設置条例等の一部を改正

する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

国におきましては、農村地域工業等導入促進法に基づき、農村地域における工業の立

地を促進し、新たな雇用を創出するための支援を講じております。今般、支援対象業種

の拡充など、制度の見直しが行われたところであり、併せて、法律の題名を「農村地域

工業等導入促進法」から「農村地域への産業の導入の促進等に関する法律」に改めるな

どの改正が行われております。

本案は、この法律を引用している本市関係条例の題名などにつきまして、所要の見直

しを行うものであり、公布の日から施行するものであります。

１４ページと１５ページになります。

議案第１１５号、大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する条例

の制定につきましては、本市の公共施設等総合管理計画に基づき、神岡地域の駅向児童

館並びに上高野児童館を地元自治会に無償譲渡するため廃止するもので、譲渡を予定し

ている１１月１日から施行するものであります。

１６ページと１７ページになります。

議案第１１６号、大仙市営住宅条例等の一部を改正する条例の制定につきましては、

公営住宅法の一部改正に伴い、公営住宅法施行令並びに公営住宅法施行規則の一部が改

正されております。

本案は、この政省令の一部改正に伴い、規定を引用している本市関係条例につきまし

て、引用条ずれの整理に伴う所要の改正を行うもので、公布の日から施行するものであ

ります。

１８ページと１９ページになります。

議案第１１７号、字の区域の変更につきましては、太田地域東今泉地区の農地集積加

速化基盤整備事業の施行に伴い、同地区の字の区域を変更することについて、秋田県知
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事から依頼がありましたので、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決

をお願いするものであります。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．４「大仙市補正予算〔９月補正①〕」をご覧願いま

す。

１ページになります。

議案第１１８号、平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）につきまして、ご

説明申し上げます。

今回の補正予算は、県営土地改良事業の追加に伴う負担金や道路台帳データの年度更

新に係る経費などについて補正をお願いするものであり、歳入歳出の予算総額にそれぞ

れ８，６８５万９千円を追加し、補正後の予算総額を４８１億５，０４０万４千円とす

るものであります。

それでは、補正予算の概要について、事項別明細書により、歳入から順にご説明申し

上げます。

７ページになります。

１４款国庫支出金は、既存高齢者施設等防犯対策強化事業費補助金、二酸化炭素排出

抑制対策事業費等補助金として１，１６８万１千円の補正であります。

１７款寄附金は、教育費寄附金、企画費寄附金、民生費寄附金として２５９万４千円

の補正であります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として３，８２８万４千円の補正であります。

８ページになります。

２１款市債は、県営土地改良事業債として３，４３０万円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は、４３３万円の補正であります。

内容といたしまして、ふるさと納税制度関連経費は、返礼品の充実やポイント制の導

入など、ふるさと納税の拡充を図る経費として２５９万４千円の補正、地方創生推進経

費は、花火産業構想に続く新たな活性化構想を策定するための基礎調査経費として

１７３万６千円の補正であります。

１０ページになります。

３款民生費は、既存高齢者施設等防犯対策強化事業費補助金といたしまして、高齢者

施設等において防犯対策の強化に必要な設備の設置に係る補助金として１７０万２千円
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の補正であります。

４款衛生費は、二酸化炭素排出抑制対策事業費といたしまして、国の補助採択を受け

て実施する公共施設の省エネ診断等に係る経費として９９７万９千円の補正であります。

１２ページになります。

６款農林水産業費は、３，９０３万１千円の補正であります。

内容といたしまして、県営土地改良事業費負担金は、県が実施するほ場整備等の土地

改良事業の追加に伴う負担金として３，６４８万６千円の補正、国営造成施設管理体制

整備事業費負担金は、仙北平野土地改良区が実施する設備設置費の増額に係る負担金と

して２５４万５千円の補正であります。

７款商工費は、企業誘致対策費といたしまして、首都圏在住の企業誘致専門の嘱託職

員を配置し、企業誘致を推進する経費として４１１万４千円の補正であります。

１４ページになります。

８款土木費は、道路台帳管理費といたしまして、道路台帳データの年度更新を行う経

費として１，２６３万６千円の補正であります。

１０款教育費は、１，５０６万７千円の補正であります。

内容といたしまして、「教育文化基金積立金」は、寄附採納に伴う基金積立金として

２５０万円の補正、公民館管理費は、西仙北中央公民館改築工事に係る基本設計業務委

託及び解体工事に係る実施設計業務委託などの経費として１，２５６万７千円の補正で

あります。

続きまして、特別会計についてご説明申し上げます。

１７ページになります。

議案第１１９号、平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、平成２８年度決算実績に伴う繰越額を地球温暖化対策基金に積み立てる

補正をお願いするもので、歳入歳出の予算総額にそれぞれ１，４１０万４千円を追加し、

補正後の予算総額を１億３，５２８万８千円とするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

【今野総務部長 降壇】

○議長（千葉 健） 議案等の説明の途中でございますが、暫時休憩したいと思います。
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再開は１１時１０分といたします。

午前１０時５７分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時０８分 再 開

○議長（千葉 健） 休憩前に戻り、再開いたします。

○議長（千葉 健） 次に、日程第２０、報告第１２号及び日程第２１、議案第１２０号

の２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。髙階水道局長。

【髙階水道局長 登壇】

○水道局長（髙階 仁） 専決処分報告につきまして、ご報告いたします。

お手元の資料Ｎｏ．３の「大仙市補正予算〔８月専決〕」をご覧願います。

３９ページになります。

報告第１２号、専決第９号、平成２９年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第１

号）につきまして、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、７月２２日から翌２３日までの大雨により被災した簡易水道施設

に係る応急対策費や被災施設復旧経費などについて補正を行ったものであります。

内訳でありますが、補正予算第２条は、大仙市簡易水道事業会計予算第３条に定めた

収益的支出の第１款簡易水道事業費用について、第１項営業費用における原水及び浄水

費、配水及び給水費に係る修繕費等を１，１８０万４千円増額補正し、補正後の簡易水

道事業費用を１２億５，８０６万１千円とするものであります。

第３条は、大仙市簡易水道事業会計予算第４条に定めた第１款資本的収入について、

企業債を２，２１０万円増額補正し、補正後の資本的収入の額を４億４，１７９万３千

円とし、同じく第１款資本的支出について、神岡、中仙、協和、南外地域の簡易水道施

設及び管路に係る委託料として第１項建設改良費を１，１９１万２千円増額補正し、補

正後の資本的支出の額を７億８，１４２万円とするものであります。

これらの補正に伴いまして、予算第４条本文括弧書きを「資本的収入額が資本的支出

額に対し不足する額３億３，９６２万７千円につきましては、当年度分損益勘定留保資

金３億２，２９３万３千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

１，６６９万４千円で補填するものとする」に改めるものであります。
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以上、補正予算の専決処分についてご説明申し上げましたが、地方自治法第１７９条

第１項の規定に基づき、平成２９年８月１０日付けで専決処分を行ったものであり、同

条第３項の規定により、議会に報告し、ご承認をお願いするものであります。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．４「大仙市補正予算〔９月補正①〕」をご覧願いま

す。

２５ページになります。

議案第１２０号、平成２９年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第２号）について、

ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、簡易水道事業が平成２９年度より公営企業会計を適用することに

伴い、平成２９年３月３１日付けで平成２８年度簡易水道事業特別会計の打ち切り決算

により確定した収入分の未収金及び支出分の未払金の補正をお願いするものであります。

内訳でありますが、補正予算第２条は、大仙市簡易水道事業会計予算第４条の２に定

めた特例的収入及び支出の予定額を、特例的収入については４，１２５万７千円を増額

補正し、補正後の額を６，７２６万４千円に、特例的支出については８３７万５千円を

減額補正し、補正後の額を３５９万３千円とするものであります。

以上、議案第１２０号についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。

【髙階水道局長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第２２、議案第１２１号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。冨樫市立大曲病院事務長。

【冨樫市立大曲病院事務長 登壇】

○病院事務長（冨樫公誠） 議案第１２１号、平成２８年度市立大曲病院事業会計決算の

認定について、ご説明申し上げます。

資料Ｎｏ．５の「平成２８年度大仙市公営企業会計決算書」の前半部分で、市立大曲

病院事業会計決算書の１６ページをお願いいたします。

ページ中段に、業務量として入院と外来の患者数の概要を表にしております。

２８年度の入院の年間延べ患者数は、３万７，４１２人で、前年度と比較すると

１，０８３人の減であります。一日平均患者数は１０２．５人、病床利用率は８５．４

％であります。
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外来の年間延べ患者数は、１万４，６１６人で、前年度と比較すると５２８人の減と

なり、一日平均患者数は６０．１人であります。

入院、外来ともに患者数は、減少となっております。

次に、決算の内容についてご説明申し上げます。

決算書は、２ページ・３ページをお願いいたします。

決算報告書の（１）収益的収入及び支出であります。

病院の経営活動によって発生した収益と費用となります。

収入の第１款病院事業収益の決算額は８億７，５７５万８千円であります。

内訳としまして、第１項医業収益は、６億１，２３８万７千円で、入院収益や外来収

益などの合計であります。

予算額に比べると、４，２３０万７千円の減となっております。

収入の減少の主なものは、患者数の減少及び育児休業の取得によって薬剤管理指導料

の算定を２月まで一旦中止していたことなどによるものであります。

第２項医業外収益は、２億６，３３７万１千円で、一般会計からの負担金と新会計制

度により計上することになった長期前受金戻入額が主なものとなります。

次に、支出の第１款病院事業費用の決算額は、８億３，５４３万２千円であります。

内訳としまして、第１項医業費用は、７億９，９７９万９千円で、職員の給与費、医

薬品などの材料費、光熱水費など、病院施設管理のための経費、減価償却費などの合計

であります。不用額５，７９５万８千円は、職員の育児休業や年度途中退職などによる

給与費の減少、入院患者数が少なかったことによる材料費の減少等によるものでありま

す。

第２項医業外費用は、３，４４６万円であります。支払利息や企業債の取扱諸費など

で、大部分は企業債３件の利子償還金であります。

第３項特別損失では、過年度査定減の損益修正損と債権管理条例に基づき債権を放棄

した４名分を合わせて１１７万３千円の特別損失としたものであります。

第４項予備費の支出はありませんでした。

収益的収入及び支出においては、収支差引で４，０３２万６千円の黒字となっており

ます。

次に、決算書の４ページ・５ページ、（２）資本的収入及び支出について、ご説明申

し上げます。
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建設改良など資産を形成するための収入と費用を記載しております。

まず、収入については、第１項他会計負担金の出資金は５，４００万円であります。

支出については、第１款資本的支出の決算額は１億１５８万７千円であります。

内訳としまして、第１項建設改良費は、８２１万５千円で、薬局の冷暖房設備の改修

と器械備品の購入費であります。

第２項企業債償還金は、９，３３７万２千円で、企業債３件分の元金償還金でありま

す。

第３項予備費の支出はありませんでした。

なお、表の欄外に記載しておりますとおり、収入が支出に不足する額４，７５８万７

千円は、減債積立金３，０００万円、建設改良積立金７００万円、過年度分の損益勘定

留保資金１，０５８万７千円で、補填しております。

続いて、７ページをお願いいたします。

先程ご説明いたしました収益的収入及び支出についての損益計算書であります。

収益から費用を差し引いた経常利益は、下から６行目で、４，１４９万９千円であり、

その額から特別損失の過年度損益修正損の１１７万３千円を差し引いた額が当年度純利

益で４，０３２万６千円となっております。

また、当年度の未処分利益剰余金は、前年度から繰り越している利益剰余金と合わせ

て５，８７０万９千円となります。

最後に、この剰余金の処分についてご説明申し上げます。

決算書は８ページ、９ページをお願いいたします。

下段の表、平成２８年度市立大曲病院事業剰余金処分計算書をご覧ください。

右端の未処分利益剰余金であります。

これは、剰余金について「大仙市病院事業の剰余金の処分等に関する条例」により処

分しようとするもので、当年度末残高の５，８７０万９千円について、減債積立金とし

て５，０００万円を処分し、残額については翌年度繰越利益剰余金にしようとするもの

であります。

以上、平成２８年度市立大曲病院事業会計決算の概要についてご説明申し上げました

が、よろしくご審議の上、ご認定賜りますよう、お願い申し上げます。

【冨樫市立大曲病院事務長 降壇】
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○議長（千葉 健） 次に、日程第２３、議案第１２２号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。髙階水道局長。

【髙階水道局長 登壇】

○水道局長（髙階 仁） 平成２８年度大仙市上水道事業会計決算の認定につきまして、

ご説明申し上げます。

議案第１２２号、平成２８年度大仙市上水道事業会計決算の認定につきまして、地方

公営企業法第３０条第４項の規定により、別添監査委員の意見を付して議会の認定をお

願いするものでございます。

それでは、企業会計決算書、資料Ｎｏ．５「平成２８年度大仙市公営企業会計決算

書」についてご説明申し上げます。

上水道事業会計決算書の１４ページをお開き願います。

はじめに、平成２８年度大仙市上水道事業報告書、１．概況のア．給水状況について

ご報告いたします。

給水戸数は１万４，４５６戸で、前年度比２４０戸増加しておりますが、給水人口は

３万２，６１４人で、前年度比で４０３人の減となっております。

計画給水人口３万３，５１７人に対する普及率は９７．３％であります。

配水量及び有収水量につきましては、新規住宅・アパート等が増加したことなどによ

り、年間総配水量は前年度比１．２２％、水量にして５万９０１㎥増の４２２万

９，６２６㎥となっております。

一方で、社会情勢の変化や節水傾向が進んでいることなどから、年間有収水量は前年

度比０．６６％、水量にして２万４，７２３㎥減の３７１万３，６２３㎥で、これを年

間総配水量で除した有収率は、前年度比１．６６ポイント減の８７．８％となっており

ます。

また、一日平均配水量は１万１，５８８㎥、一日最大配水量は、全国花火競技大会の

当日の８月２７日に記録した１万５，２５４㎥となっています。

それでは、決算内容につきまして、ページを戻っていただきまして２ページ・３ペー

ジをお開き願います。

１．平成２８年度大仙市上水道事業会計決算報告書に基づき、ご説明いたします。

決算報告書は、税込み価格で表記しております。

（１）収益的収入及び支出は、水道局の経営活動に伴って発生した収益と、それに対
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応した費用が計上されております。

収入の部、第１款上水道事業収益は、決算額８億７，７２１万５千円で、予算額に対

し４８２万１千円の減となっております。

以降、千円単位での説明とさせていただきます。

内訳としまして、第１項営業収益は、決算額８億２，１２９万２千円で、主な収入は

水道料金８億１，０８０万７千円のほか、委託料、手数料などで前年度比４万５千円の

減となっております。

第２項営業外収益は、決算額５，５９２万２千円で、主な収入は、長期前受金戻入額

５，３９９万８千円のほか、受取利息、雑収益の水管橋撤去資産売却益などであります。

次に、支出の部、第１款上水道事業費用は、決算額７億２６８万５千円で、不用額

６，８２３万９千円となっております。

内訳としまして、第１項営業費用は、決算額６億１，９００万３千円で、主な支出は、

原水及び浄水費、配水及び給水費、業務及び総係費、減価償却費及び資産減耗費などで

あります。

第２項営業外費用は、決算額８，３３４万５千円で、企業債支払利息、消費税であり

ます。

第３項特別損失は、時効完成分による欠損分など、決算額３３万７千円となっており

ます。

第４項予備費の支出はございませんでした。

不用額のうち、主なものといたしましては、営業費用における委託料、修繕費、路面

復旧費などの実績に伴う減額によるものであります。

次に、４ページ・５ページの（２）資本的収入及び支出は、経営規模拡大を図るため

に必要な施設の整備・拡充等の建設改良費や企業債の償還元金などでありまして、資産

を作るための経費として計上しております。

収入の部、第１款資本的収入は、決算額４，８５３万４千円で、実績に伴い予算額に

対し２３８万２千円の増となっております。

内訳としまして、第４項補償金は、決算額４，３３８万２千円で、橋梁架替事業に伴

う秋田県からの補償金であります。

第５項出資金は、決算額５１５万２千円で、一般会計からの出資金として、仙北南地

区簡易水道事業の企業債元金償還分に係る基準内繰入金であります。
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次に、支出の部、第１款資本的支出は、決算額３億１，３５９万８千円で、不用額

２，１７９万４千円となっております。

内訳としまして、第１項建設改良費は、決算額１億７，８３０万円で、主な支出は、

配水管の新設・改良及び移設工事など工事請負費９件、１億６，１８９万２千円、宇津

台浄水場更新事業に係る委託料９２５万６千円のほか、管路台帳図作成費、水道メー

ターなど営業設備費であります。

不用額の主なものといたしましては、工事請負費の請負差額によるものであります。

第２項企業債償還金は、決算額１億３，５２９万７千円で、財政融資資金及び金融公

庫からの借り入れに対する償還金であります。

以上によりまして、４ページ下段欄外に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額

に不足する額２億６，５０６万４千円につきましては、減債積立金から１億円、建設改

良積立金から５，０００万円、過年度分損益勘定留保資金から１億５１１万１千円、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額から９９５万３千円で補填しております。

次に７ページをお願いいたします。

先程の税込みで表記しておりました（１）収益的収入及び支出につきまして、消費税

及び地方消費税を含まない損益計算書であります。

営業収益及び営業外収益から営業費用及び営業外費用を差し引いた経常利益から、さ

らに欠損金等の過年度損益修正損を差し引いた、下から３行目に記載の当年度純利益は

１億６，３８６万１千円となっており、前年度比１，７６１万４千円、率にして１２％

の増となっております。

これは、収益の根幹をなす給水収益７億５，０７４万７千円は、有収水量の減に伴い、

前年度比２２９万１千円、率にして０．３％の減でありましたが、営業費用における資

産減耗費が前年対比２，１５３万６千円と大幅に減少したことなどから、純利益が増と

なった主な要因であります。

当年度純利益に、前年度繰越利益剰余金を加えた当年度未処分利益剰余金は１億

７，０６５万６千円となっております。

次に、この剰余金の処分につきまして、ご説明申し上げますので、８ページをお開き

願います。

８ページ下段の４．平成２８年度大仙市上水道事業剰余金処分計算書をご覧願います。

剰余金を、大仙市水道事業の剰余金の処分等に関する条例により処分しようとするも
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ので、当年度未処分利益剰余金１億７，０６５万６千円を、条例第２条により、減債積

立金として１億円、建設改良積立金として５，０００万円、合計１億５，０００万円を

処分し、それぞれ企業債の償還及び建設改良工事費への充当を目的に積み立て、残額

２，０６５万６千円は翌年度繰越利益剰余金とするものであります。

以上、平成２８年度大仙市上水道事業会計決算につきましてご説明申し上げましたが、

今後とも効率的な事業執行に努めるとともに、安全・安心、そして安定した水道水の供

給に努めてまいりますので、よろしくご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げ

ます。

【髙階水道局長 降壇】

○議長（千葉 健） これにて、本定例会に上程された議案についての説明が終了いたし

ました。

○議長（千葉 健） お諮りいたします。議案等調査のため、８月２９日から９月４日ま

で７日間、休会したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、８月２９日から９月４日まで７日

間、休会することに決しました。

○議長（千葉 健） 以上で本日の日程は、全て終了しました。

本日はこれをもって散会し、来たる９月５日、本会議第２日を定刻に開議いたします。

大変ご苦労様でした。

午前１１時３４分 散 会


